
特定テーマ型モデル「道の駅」概要

■特定テーマ型モデル「道の駅」の位置づけ

■特定テーマ型モデル「道の駅」の役割

「道の駅」全体の質的向上

特定テーマ型モデル「道の駅」（Ｈ２８～）

「道の駅」の持つ機能が多様であることから、テーマ（部門）を設定し、模範性を向上

観光、産業振興、防災等、地域資源の活用や地域の課題解決を図るための地域
のゲートウェイや地域センターとして、特に優れた機能を継続的に発揮

全国モデル「道の駅」（Ｈ26選定：６駅）

産業振興観 光 防 災

防災の拠点観光資源の
パッケージ化

特産物の加工、開発、販売

そば打ち体験 デマンドタクシー

Ｈ２８部門：住民サービス（６駅）

アドバイス

視察等の依頼
自治体・道の駅

道の駅の新設
地域課題に直面

特定テーマ型
モデル「道の駅」

視察対応
講師派遣方向性の明確化

地域福祉向上、住民生活支援、小さな拠点形成 等

・・・

●●部門

今後、社会情勢等
を踏まえ、テーマ
（部門）を設定予定


